
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 2.90 3.39

Ⅰ.(2) 3.20 3.47

Ⅰ.(3) 2.20 2.91

Ⅱ.(4) 2.00 3.05

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.00 3.32

Ⅱ.(8) 2.90 3.39

Ⅱ.(9) 2.80 3.27

Ⅱ.(10) 3.60 3.28

Ⅱ.(11) 2.20 3.09

Ⅱ.(12) 2.90 3.43

Ⅱ.(13) 3.10 3.43

満足度 Ⅱ.(14) 2.90 3.36
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復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.0%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

2.77 3.26

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

2.81 3.28

　授業である以上、評価の低さを受講生のせいにして済ますわけに
はいかない。相当程度受講生の質に合わせるしかない。来年度は
その点に特に留意しながら、更にわかり易く説明するつもりである。

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2014年度　後期

自
身
の

受
講
姿
勢

時間割番号 41307

科   目   名 政治原論Ⅱ

教   員   名

受
講
内
容
・
方
法

　今回のアンケート結果の数値は全般的に芳しくなかった。前回ま
での「政治原論」（Ⅰ・Ⅱ）の数値とまことに対称的である。その原因
は、講義の「進め方」は同じであるから、受講生のほうにあると考え
ざるをえないであろう。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

①授業計画の達成度について

　シラバスは、受講生の数に対応すべく、二通り用意しておいた。
今期は少人数であったので、毎時間、教材プリントを配布し、その
解説についてのレポートを作成するという仕方を採用した。出席良
好な学生は全員単位を修得することができたので、「達成度」はクリ
アーしたと言えるであろう。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
2.90 3.36

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00
Ⅰ.(1)

Ⅰ.(2)

Ⅰ.(3)

Ⅱ.(4)

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7)

Ⅱ.(8)

Ⅱ.(9)

Ⅱ.(10)

Ⅱ.(11)

Ⅱ.(12)

Ⅱ.(13)

Ⅱ.(14)

レーダーチャート 科目平均

全体平均

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

Ⅰ.(1)自身の受講意

欲

Ⅰ.(2)受講マナー

Ⅰ.(3)授業時間以外

の学修活動

Ⅱ.(4)シラバス

Ⅱ.(7)説明のわかり

やすさ

Ⅱ.(8)聞き取りやすさ

Ⅱ.(9)理解度を確認

しながらの授業

Ⅱ.(10)私語対策

Ⅱ.(11)授業時間以

外の学修活動を行う

指導

Ⅱ.(12)授業に対する

熱意や意欲

Ⅱ.(13)有効な時間の

使い方

Ⅱ.(14)総合的満足

度

レーダーチャート 科目平均

全体平均

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

大学全体 本科目

Ⅳ.(15)授業を理解するための工夫

ノートをとる

先生に

質問する

復習をする

図書館や

インターネット

何もして

いない

総合的

満足度


